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今

春

闘

お

い

て

「
２
０
０
円
」
の
賃

金
改
善
を
お
こ
な
っ

た
も
の
の
、
社
員
の

生
活
改
善
に
は
結
び

つ
く
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
昨
年
４
月

か
ら
実
施
し
た
新
人

事
制
度
は
、
安
全
を

支
え
て
い
る
現
業
職

場
で
働
く
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
職
群
の
労

働
者
に
と
っ
て
や
り

が
い
の
あ
る
制
度
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
時
金
に

お
い
て
は
家
族
手
当

が
基
準
外
賃
金
と
し

た
こ
と
で
、
多
く
の

社
員
が
一
時
金
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
す

る
中
、
貴
貨
物
会
社

に
お
い
て
も
感
染
予

防
や
感
染
拡
大
防
止

策
な
ど
各
職
場
に
通

達
を
出
し
て
徹
底
を

図
っ
て
い
ま
す
が
、

職
場
に
よ
っ
て
は
マ

ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
液
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
建

交
労
鉄
道
本
部
申
４

号
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
申
し
入
れ
」
で

改
善
を
求
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
物
流
を
滞

ら
せ
な
い
た
め
に
社

員
達
は
コ
ロ
ナ
感
染

に
不
安
を
抱
き
な
が

ら
も
通
勤
し
業
務
を

遂
行
し
て
い
ま
す
。

特
に
駅
や
機
関
区
、

総
合
鉄
道
部
な
ど
現

場
で
働
く
社
員
は
テ

レ
ワ
ー
ク
な
ど
で
き

る
は
ず
も
な
く
、
感

染
リ
ス
ク
を
感
じ
な

が
ら
も
安
定
輸
送
を

心
が
け
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

我
々
社
員
と
そ
の

家

族

に

と

っ

て

夏

季

及

び

年

末

一

時

金

は

、

低

賃

金

に

よ

る

毎

月

の

赤

字

を

補

填

す

る

重

要

な

「

年

間

生

計

費

」

で

あ

り

、

低

賃

金

構

造

が

続

く

中

で

一

時

金

を

生

活

費

と

す
る
割
合
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
の
が
実

情
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
終
息

が
見
通
せ
な
い
中
、

社
員
た
ち
の
頑
張
り

に
報
い
る
た
め
に
も

一
時
金
の
満
額
回
答

は
不
可
欠
で
す
。

従
っ
て
当
組
合
は
、

２
０
２
０
年
夏
季
一

時
金
の
支
払
い
に
関

す
る
要
求
を
下
記
に

申
し
入
れ
る
の
で
、

６
月
10

日
ま
で
に
団

体
交
渉
を
開
催
し
、

誠
意
を
以
て
回
答
さ

れ
た
い
。
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非
常
事
態
宣
言
の
中
、
奮
闘
中
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
す
。

２
０
２
０
年
夏
季
一
時
金

支
払
い
に
関
す
る
申
し
入
れ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
感
染
に
不
安
を
抱
き
な
が
ら
、

日
夜
奮
闘
し
て
い
る
職
員
に
ま
と
も
な
夏
季
一
時
金
を
支
給
す
る
こ
と
。

１
．
２
０
２
０
年
夏
季
一
時
金
は
、
支
払
日
に
お
け
る
基
準
内
賃
金

の
３
箇
月
分
。

２
．
賃
金
規
程
第
１
３
２
条
第
２
項
（
成
績
率
・
増
額
）
の
適
用
に

当
た
っ
て
は
、
所
属
組
合
に
よ
る
意
図
的
な
査
定
を
行
わ
ず
、
公
正
・

公
平
に
行
う
と
共
に
、
第
３
項
（
成
績
率
・
減
額
）
の
適
用
は
行
わ

な
い
こ
と
。

３
．
55
歳
到
達
以
降
の
社
員
に
対
す
る
支
給
に
つ
い
て
は
、
55
歳
到

達
時
の
基
準
内
賃
金
に
支
給
月
数
を
乗
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

４
．
支
払
日
は
６
月
30
日
と
す
る
こ
と
。

復
興
は
こ
れ
か
ら
も
続
く

1
年
後
の
２
０
２
１
年

３
月
11
日
、
東
日
本
大
震

災
の
発
生
か
ら
10
年
目
を

迎
え
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
を
目
的
と

し
て
設
置
さ
れ
た
復
興
庁

の
設
置
期
限
が
予
定
さ
れ

る
な
ど
、
国
の
「
復
興
・

創
生
期
間
」
の
ひ
と
つ
の

節
目
の
年
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
復
興
庁
の
設

置
期
限
は
延
長
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
の
被
災

地
の
支
援
は
10
年
、
津
波

被
災
地
の
支
援
は
５
年
の

延
長
が
予
定
さ
れ
、
復
興

は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い

き
ま
す
。

原
発
事
故
の
影
響

避
難
し
た
人
１
５
４
０

０
０
人
。
現
在
も
避
難
し

て
い
る
人
４
１
０
０
０
人
。

福
島
・
避
難
解
除
９
区
域

の
移
住
率
は
２
３
．
２
％
。

い
ま
だ
多
く
の
人
が
戻
ら

な
い
、
戻
れ
な
い
。

故
郷
に
戻
れ
な
い
、
現
在

進
行
形
で
続
い
て
い
る
福

島
第
一
原
発
事
故
被
害
。

福
島
県
で
は
現
在
、
約

4
万
２
千
人
が
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、

う
ち
約
３
万
２
千
人
が
県

外
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
復
興
庁
や
福
島
県
、

各
市
町
村
が
15
・
16
年
度

に
行
っ
た
「
住
民
帰
還
意

向
調
査
」
に
よ
る
と
、
双

葉
町
、
大
熊
町
、
富
岡
町
、

浪
江
町
で
は
元
住
民
の
半

数
以
上
が
「
戻
ら
な
い
」

と
回
答
す
る
な
ど
、
長
い

避
難
生
活
を
経
て
、
「
も

う
故
郷
に
戻
ら
な
い
」

「
戻
れ
な
い
」
元
住
民
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
被

害
を
受
け
た
人
に
と
っ
て
、

よ
り
良
い
選
択
は
ど
ち
ら

な
の
か
、
問
題
は
い
ま
も

続
い
て
い
ま
す
。

原
子
力
災
害
被
災
地
域

で
は
、
避
難
指
示
が
解
除

さ
れ
た
地
域
で
の
生
活
の

再
建
が
は
じ
ま
っ
た
一
方
、

帰
還
困
難
区
域
の
避
難
指

示
解
除
や
、
廃
炉
・
汚
染

水
対
策
に
つ
い
て
は
、
長

い
年
月
が
要
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
復
興
・

創
生
期
間
後
も
中
長
期
的

な
対
応
が
続
い
て
い
き
ま

す
。廃

炉
の
長
い
道
の
り

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
を
起
こ

し
た
1
～
３
号
機
の
原
子

炉
格
納
容
器
内
で
は
、
い

ま
だ
に
溶
け
た
燃
料
デ
ブ

リ
（
ゴ
ミ
）
が
く
す
ぶ
っ

て
い
る
。
２
号
機
で
は
デ

ブ
リ
を
取
り
出
す
計
画
だ

が
「
取
り
出
す
た
め
の
技

術
は
今
も
研
究
中
」
（
東

電
広
報
）
と
い
う
。
30
～

40
年
と
い
わ
れ
る
廃
炉
の

長
い
道
の
り
、
原
発
再
稼

働
は
中
止
し
か
な
い
。

汚
染
水
は

２
年
後
タ
ン
ク
限
界

事
故
発
生
で
出
た
汚
染

水
。
１
０
０
０
基
の
タ
ン

ク
が
あ
り
、
１
１
８
万
ト

ン
の
汚
染
水
が
貯
蔵
さ
れ

て
い
る
。

今
も
雨
水
や
地
下
水
が

建
屋
に
流
れ
込
み
１
日
約

１
７
０
立
方
メ
ー
ト
ル
も

の
新
し
い
汚
染
水
が
発
生

し
て
い
る
。
こ
れ
以
上
の

タ
ン
ク
増
設
は
難
し
い
。

２
０
２
２
年
夏
に
は
容
器

い
っ
ぱ
い
の
１
３
７
万
ト

ン
に
達
し
て
し
ま
う
。

浄
化
設
備
で
も
取
り
除

け
な
い
放
射
能
物
質
ト
リ

チ
ウ
ム
を
含
ん
だ
汚
染
水

を
ど
う
処
分
す
る
か
、
結

論
が
出
て
い
な
い
。
地
元

の
海
に
流
せ
ば
一
層
の
風

評
被
害
は
避
け
ら
れ
な
い
。

漁
業
や
水
産
業
の
操
業

再
開
は
絶
望
的
で
す
。
汚

染
水
を
蒸
発
さ
せ
る
大
気

放
出
に
も
根
強
い
否
定
反

応
が
あ
る
。

原発ゼロ NO 10９

福島第一原発事故被害

廃炉の長い道のり

腸が元気なら体も元気
いつでもどこでも安全・手軽に食べられる“便

利な食品”が目白押しの現代。

暮らしの中では確かに都合が良いこれらの食べ

物ですが、そこに混入されている保存料などの食

品添加物は、食べた人の腸内細菌の数を減らす

（腸内環境を悪くする）一因ともいわれています。

実際に日本人の腸内細菌の数はどんどん減って

きており、戦後すぐの頃と比べ現代人の腸内細菌

の数は3分の１になっているとも言われています。

善玉菌=体に良い働きをする。
感染予防／免疫刺激／健康維持／老化防止／消化

吸収の促進等

20％以上を善玉が占めているのが理想的

悪玉菌＝体に悪い働きをする
腸内腐敗／健康阻害／発ガン物質の発生／老化促

進等

悪玉菌の割合は全体の10％程度が目安

日和見菌＝善玉が多いと良い働きをし、悪玉が増
えると悪い働きをする

腸内細菌の中で、最も多く70％近くが分類される

腸内細菌
長さが10ｍにも及ぶ長官の中には、５００種類

以上・１００兆個を超えるとてつもない数の「腸

内細菌」が生息しています。これらの細菌は善玉

細菌、悪玉細菌、日和見細菌、大きく３グループ

に分けることが出来ますが、どのグールプが増え

るのかは腸内の環境（食習慣や生活環境）に応じ

で決まります。

腸内細菌の大切な働き
①病原菌を排除する ②食べ物の消化を助ける

③ビタミンを合成する ④免疫力をつける ⑤幸

せ物質（ドーパミン等）を脳に送り届ける

生まれてすぐにアトピーになる赤ちゃんは「腸

内細菌」の数が非常に少ないことがわかってきて

いる

ウツなど「心の病気」に悩んでいる人の腸内細

菌も少ないことが知られている。

動物実験では、腸内細菌もいない無菌状態の方

が、１．５倍度長生きするとの結果が出されてい

ます。ただ無菌の実験室から一度出ると、あっと

いう間に死んでしまいます。腸内細菌が住んでい

なければ、無菌室から出て現実の社会で生きてい

くことが出来ません。

人間が健康に生きて行く為に129
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十
数
年
前
、
病
気
で

入
院
し
た
。
こ
れ
は
読

書
の
チ
ャ
ン
ス
と
ば
か

り
に
小
説
を
読
ん
だ
。

そ
の
中
に
こ
ん
な
一
節

が
あ
っ
た
。
「
大
空
を

飛
び
た
い
と
願
っ
て
、

た
と
え
そ
れ
が
叶
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
は
幸

せ
な
の
か
、
楽
し
い
こ

と
な
の
か
は
わ
か
ら
な

い
。
結
局
、
鳥
籠
の
中

で
、
空
を
飛
び
た
い
と

憧
れ
、
今
い
る
場
所
の

自
由
を
、
限
ら
れ
た
自

由
を
最
大
限
に
生
か
し

て
い
る
時
こ
そ
が
、
自

由
で
あ
る
一
番
の
時
間

で
あ
り
、
意
味
で
あ
る
」

（
「
東
京
タ
ワ
ー
～
オ

カ
ン
と
ボ
ク
と
、
時
々
、

オ
ト
ン
～
」
リ
リ
ー
・

フ
ラ
ン
キ
ー
著
）
。

事
情
に
よ
り
昨
年
の

秋
か
ら
行
動
時
間
が
以

前
よ
り
制
約
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
当
然
、

行
動
範
囲
も
せ
ま
く
な
っ

た
。
毎
冬
登
っ
た
鎌
倉

森
、
小
松
倉
も
断
念
し

た
。
だ
け
ど
、
お
か
げ

さ
ま
で
家
族
と
の
触
れ

合
い
や
里
山
散
策
が
増

え
て
楽
し
い
。
が
、
今

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
だ
。

行
動
範
囲
は
さ

ら
に
せ
ま
く
な

り
、
好
き
な
日

帰
り
温
泉
も
遠

の
い
て
い
く
。

人
に
は
年
齢

や
病
気
、
家
庭

な
ど
の
事
情
で

環
境
が
変
わ
っ

て
も
、
そ
の
中

で
自
由
に
生
き

る
力
が
あ
る
と

い
う
。
し
か
し
、

私
み
た
い
な
凡
人
は
、

そ
の
与
え
ら
れ
た
自
由

が
見
え
な
く
な
る
こ
と

も
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
、

ナ
チ
ス
に
強
制
収
容
所

に
送
ら
れ
た
ウ
ィ
ー
ン

生
ま
れ
の
精
神
科
医
フ

ラ
ン
ク
ル
の
書
い
た
本

に
頼
る
。
「
人
は
強
制

収
用
所
に
、
人
間
を
ぶ

ち
込
ん
で
す
べ
て
奪
う

こ
と
が
で
き
る
が
、
た
っ

た
ひ
と
つ
、
あ
た
え
ら

れ
た
環
境
で
い
か
に
ふ

る
ま
う
か
と
い
う
、
人

間
と
し
て
最
後
の
自
由

だ

け

は
奪

え
な

い

・

（
中
略
）
・
人
間
は
運

命
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
『
態
度
』
を
と
る
か

と
い
う
自
由
が
あ
る
」

（
「
夜
と
霧
」
訳
：
池

田
香
代
子
）
。

ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し

て
睡
眠
や
栄
養
な
ど
に

よ
り
免
疫
力
を
つ
け
る

こ
と
が
大
事
ら
し
い
。

良
い
本
は
生
き
る
基
礎

体
力
を
つ
け
て
く
れ
る
。

さ
て
、
今
回
の
た
わ

ご
と
、
自
分
自
信
を
励

ま
す
た
わ
言
で
あ
る
が
、

少
し
で
も
建
交
労
の
仲

間
の
み
な
さ
ま
の
お
役

に
た
て
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。蛇

足
で
は
あ
る
が
、

自
由
を
求
め
、
社
会
変

革
の
た
た
か
い
を
し
て

い
く
こ
と
も
怠
っ
て
は

な
ら
な
い
。

そ
う
、
５
月
１
日
は
メ
ー

デ
ー
だ
。

５
月
の
た
わ
ご
と

「
で
き
な
く
な
っ
て
も
、で
き
る
こ
と
が
あ
る
」

Ｔ
・
Ｈ

１
．
予
防
対
策
は
会
社

と
し
て
対
応
し
て
い
る

と
思
う
が
、
現
場
に
よ
っ

て
は
マ
ス
ク
・
ア
ル
コ
ー

ル
除
菌
が
不
足
し
て
い

る
。
確
保
を
。

２
．
社
員
に
発
熱
・
だ

る
さ
な
ど
の
症
状
が
あ

る
場
合
の
対
応
に
つ
い

て
、
発
熱
等
が
あ
る
場

合
は
自
宅
待
機
と
な
る

が
、
熱
が
下
が
れ
ば
出

勤
し
て
も
よ
い
の
か
。

熱
が
下
が
っ
て
出
社
後

に
再
度
熱
が
上
が
っ
て

検
査
し
た
ら
陽
性
だ
っ

た
ケ
ー
ス
な
ど
報
告
さ

れ
て
い
る
。

３
．
社
員
の
感
染
が
発

生
し
た
場
合
は
、
職
場

機
能
を
一
旦
停
止
し
て

消
毒
な
ど
の
処
置
を
行

う
の
か
。
運
転
職
場
で

あ
れ
ば
列
車
の
運
休
な

ど
伴
う
。
ど
の
よ
う
な

対
応
を
行
う
の
か
。

４
．
感
染
予
防
と
し
て

マ
ス
ク
の
着
用
が
不
可

欠
な
状
況
で
す
が
マ
ス

ク
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

社
員
全
員
に
マ
ス
ク
の

配
布
を
行
う
と
と
も
に
、

家
族
が
感
染
し
た
場
合

の
リ
ス
ク
も
考
え
家
族

分
も
含
め
た
マ
ス
ク
の

配
布
を
行
わ
れ
た
い
。

５
．
会
社
の
指
示
で
自

宅
待
機
す
る
場
合
の
勤

務
認
証
は
有
給
の
「
障

害
」
と
な
る
が
、
社
員

が
発
熱
・
だ
る
さ
等
で

休
む
場
合
も
年
休
又
は

保
存
で
は
な
く
、
有
給

の
特
別
休
暇
を
新
設
し

対
応
さ
れ
た
い
。

６
．
通
勤
時
の
感
染
リ

ス
ク
を
避
け
る
た
め
に

も
、
社
員
が
希
望
し
た

場
合
は
自
動
車
通
勤
を

認
め
る
必
要
が
あ
る
。

７
．
人
と
の
接
触
８
割

減
の
観
点
か

ら
、
運
転
士

の
勤
務
に
出

勤
予
備
が
あ

る
が
、
通
勤

時
の
リ
ス
ク

を
避
け
る
た

め
自
宅
予
備

と
さ
れ
た
い
。

要
求
趣
旨

新型コロナウイルス感染症に関

する申し入れ

井
の
中
の
蛙
つ
ぶ
や
く
独
り
言

10

近
畿
財
務
局
職
員
赤
木
俊
夫
さ
ん
自
死
す

9
億
円
の
土
地
を
1
億
円
で

森
友
学
園
に
売
っ
た
近
畿
財
務
局

森
友
学
園
は
安
部
総
理
夫
人
を
名
誉
学
園
長
に

そ
れ
に
よ
っ
て
格
安
の
土
地
を
手
に
入
れ
た

ア
ベ
は
「
私
や
妻
が
か
か
わ
っ
て
い
れ
ば
首
相
も
議
員
も
や
め
る
と
」

そ
の
直
後
か
ら
忖
度
に
よ
る
書
類
の
改
竄
始
ま
る

改
ざ
ん
を
さ
せ
ら
れ
た
赤
木
さ
ん

そ
れ
を
指
示
し
た
佐
川
元
理
財
局
長
と
部
下
た
ち

す
べ
て
の
罪
を
赤
木
さ
ん
に
押
し
付
け
た

厚
顔
卑
劣
な
ア
ベ
・
ア
ソ
ウ
、
い
つ
か
罰
が
下
る

い
の
旬

岩
手
労
連
は
第
91
回
メ
ー
デ
ー
岩
手
中
央
行
動
と
し
て
、
集
会
・
デ
モ
を
中
止
し
、
生

活
電
話
相
談
・
雇
用
と
営
業
・
街
頭
宣
伝
を
取
り
組
み
ま
し
た
。

盛
岡
市
の
ク
ロ
ス
テ
ラ
ス
前
で
、
宣
伝
行
動
出
発
式
に
雨
め
の
中
80
名
が
参
加
。
主
催

者
挨
拶
と
し
て
、
金
野
考
治
い
わ
て
労
連
委
員
長
は
、
「
自
粛
と
補
償
は
一
体
」
と
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
打
撃
を
受
け
て
い
る
事
業
者
の
支
援
へ
経
済
対
策
を
呼
び

か
け
た
ま
し
た
。

激
励
の
挨
拶
で
、
日
本
共
産
党
斎
藤
信
県
議
は
、
「
国
民
の
声
と
連
帯
で
政
府
を
動
か

し
て
、
1
人
10
万
円
給
付
を
実
現
し
た
」
。
達
増
拓
也
知
事
か
ら
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
宣
伝
（
亀
が
池
前
・
盛
岡
駅
前
・
野
村
證
券
前
・
県
庁
前
）

市
内
で
街
宣
車
（
い
わ
て
労
連
・
自
冶
労
連
・
県
医
労
・
建
交
労
・
岩
商
連
）
を
走
ら
せ

賃
金
や
雇
用
の
保
障
、
消
費
税
の
減
税
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

日
本
初
の
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
の
節
目
の
年 貨

物
会
社
は
11
日
、
以
下
の
よ
う
な
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
（
回
答
）
時

差
出
勤
、
在
宅
勤
務
、
保
存
年
休

及
び
半
休
制
度
の
使
用
事

由
の
拡
大
、

ま
た
、
会
議
や
出

張
、
懇
親
会
の
原
則
禁
止
を
行
う

と
共
に
、
感
染
拡
大
を
防

止
す
る
た
め

の
注
意
喚
起
や
マ
ス
ク
等
の
配
布
の
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
当
社
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
は
発
生
し
て
い
な
い
。

２
．
（
回
答
）
社

員
に
発
熱
・
だ
る
さ
等
の
症
状
が

あ
る
場
合
は
無
理
に
出
勤

さ
せ
る
こ
と

は
し
て
い
な
い
。

本
人
が
体
調
に
異
常
が
あ
る
場
合

（
通
常
の
体
調
不
良
の
場

合
）
は
、
本

人
の
体
調
に
異
常

が
な
い
状
態
（
業
務
遂
行
可
能
な

心
身
状
況
）
と
な
れ
ば
出

勤
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

場
合
は
、
医
療
機
関
等
の

指
示
を
受
け

治
療
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
り
、
復
帰
に
つ
い
て
は
「
陰
性
」
と
な
る
こ
と
が
前
提
の
う
え
、

本
人
の
体
調
に
異

常
が
な
い
状
態
（
業
務
遂
行
可
能

な
心
身
状
態
）
と
な
れ
ば

出
勤
可
能
と

考
え
る
。

３
．
（
回
答
）
各

現
業
機
関
で
感
染
者
が
発
生
し
た

場
合
は
、
保
健
所
等
か
ら

の
調
査
、
指

示
・
協
力
を
受
け

て
清
掃
や
消
毒
を
行
う
こ
と
と
な

る
。
こ
の
場
合
、
指
定
公

共
機
関
と
し

て
、
鉄
道
を
運
行

維
持
す
る
お
観
点
か
ら
、
運
転
取

扱
い
に
関
す
る
箇
所
の
「

閉
鎖
」
を
極

力
避
け
ら
れ
る
様
、
業
務
内
容
を
誤
解
の
な
い
様
に
伝
え
る
こ
と
。

４
．
（
回
答
）
マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
以
下
①
～
④
の
場
合
に
着
用
を
指
示
し
て
い
る
。

①
咳
、
く
し
ゃ
み
が
出
て
い
る
場
合

②
運
転
室
へ
の
添

乗
、
電
車
便
乗
の
あ
る
仕
業
、
信

号
扱
所
や
会
議
室
で
の
執

務
、
自
動
車

で
の
移
動
な
ど
、
狭
い
空
間
で
他
の
方
と
一
緒
に
時
間
を
過
ご
す
場
合
。

③
対
面
で
会
話
す
る
場
合

④
施
設
管
理
者
が
着
用
を
義
務
付
け
て
い
る
場
合

ま
た
、
業
務
受
託

会
社
に
対
し
て
も
、
未
着
用
者
が

い
れ
ば
提
供
す
る
こ
と
。

及
び
構
内
で

作
業
す
る
受
託
業

務
以
外
の
会
社
（
利
用
運
送
事
業

者
等
）
に
対
し
て
も
、
お

互
い
の
感
染

防
止
の
た
め
、
着
用
協
力
を
呼
び
か
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
マ
ス
ク
が
不
足
し
た
場
合
は
、

現
場
か
ら
支
社
、
本
社
に
報
告
を
す
れ
ば
対
応
す
る
。

な
お
、
家
族
分
も
含
め
た
マ
ス
ク
の
配
布
に
つ
い
て
は
、
現
行
通
り
各
自
で
。

５
．
（
回
答
）
本

人
の
体
調
に
異
常
は
な
い
（
業
務

遂
行
可
能
な
心
身
状
況
）

も
の
の
、
同

居
の
家
族
が
感
染

し
た
場
合
、
若
し
く
は
感
染
の
疑

い
が
あ
る
場
合
は
、
会
社

の
指
示
で
自

宅
待
機
さ
せ
る
の
で
、
有
給
の
「
障
害
」
と
し
て
い
る
。

本
人
が
、
発
熱
・

だ
る
さ
等
で
休
む
場
合
は
、
本
人

の
体
調
が
整
っ
て
い
な
い

状
態
（
業
務

遂
行
が
出
来
な
い
心
身
状
況
）
で
あ
り
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
、
し
て
い
な
い
、

感
染
の
疑
い
が
あ

る
、
無
い
に
関
ら
ず
、
無
給
の
「

病
気
」
と
な
る
。
な
お
、

本
人
か
ら
申

請
が
あ
れ
ば
年
休

、
保
存
休
と
な
る
。
こ
の
た
め
、

有
給
の
特
別
休
暇
を
新
設

す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

６
．
（
回
答
）
自

動
車
通
勤
可
能
な
場
合
は
、
本
人

の
希
望
が
あ
れ
ば
通
勤
経

路
の
変
更
手

続
き
を
し
た
う
え
で
、
自
動
車
通
勤
は
認
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

７
（
回
答
）
出
勤

予
備
は
、
異
常
時
の
即
応
性
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
と
、
自
宅

か
ら
勤
務
先

の
距
離
に
よ
り
公

正
さ
を
欠
く
こ
と
に
も
な
る
た
め

、
自
宅
予
備
と
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ

る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
長
期
化
す
る
中

、
社
員
の
感
染
リ
ス
ク
な

ど
生
活
不
安

が
増
大
し
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
社
員
が
安
心
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

改
善
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

建 交

安
倍
退
陣


